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書館生活の ピリオ ドを飾れた楽 しい追 っかけ仕事であった。
遺志を継いで…
紀要の発行もきっかけのひ とつであったが、後藤館長の業績 は、図書館
での さまざまな事業を通 して、館 員のモチベー ションを高めたことにあ
るといえよ う。ここ数年の図書館 は、デジタル化を推進 し、他大学 との コ
ンソーシアムでその機能拡大を図 り、一方でア ウトソーシングの導入 によ
り業務体制 も変 えた。年刊の紀要も愈々8号 を迎える。 目次を繰 ってみる
と教員による執筆 も相当数ある。欲 を言えば、他部署職員による寄稿 ・投
稿 にも期待 したい。図書館は大學の心臓であると我々は常々教 えられてき
た。新 しい血により新 しい知を創 り新たな人材 を産む とい うサイクル を目
指 し、今後 とも図書館機能や運営に後藤先生の遺志が継承 ・発 展されてゆ
くことを望んでや まない。
図書館講演会 「著者 と語 る」 と後藤先生
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学問 とは本 を読む ことである。
後藤先生が良 く口に した言葉であ る。図書館 は本 を収集 し、利 用者 に
提供す る場であ り、まさに学問を下支 えす る機能を持ってい る。 しか し、
い くら図書館 に本があって も、それを手に とり読むべき利用者がいなけれ
ば絵 に描 いた餅である。学生の読書離れ ・活字離れがいわれ て久 しいが、
1996年 に図書館長 に就任 した後藤先生 は、人文 ・社会科学系の1・2年 生
を対象 とす る和泉図書館では、試験期 を除 くと閲覧室がガラガ ラであるこ
とを聞き及び、図書館に学生を向かわせるための動機付 けの一つ として、
図書館講演会 「著者 と語る」を構想 したのである。それ も閲覧席を会場に
す るとい う図書館 な らではの講演会で あった。
寧うきつか・としお/図 書館事務部総合サービス課長
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後藤館長 の提案 を受 けて、事務サイ ドは実現に向けて動 きだ した。第1
回の講演者 は、図書委員の生方卓政治経済学部助教授 の紹介により、著名
な劇 作家の井上ひ さし氏に決まった。
井上氏は図書館員の対応の悪 さか ら図書館嫌い とな り、本を自分で集め
ることを決意 して13万 冊の本 を収集 した。郷里の山形県川西町にある遅
筆堂文庫は井上氏の寄贈 した蔵書か らつ くられた図書館である。 これ らの
経験や少年期 からの本 との出会いについて綴 った 『本 の運命』は1997年
に刊行 された。博覧強記の作家が本 との出会いを語る とい う理想的な舞台
が設定 され、1998年5月 に講演会 の運び となった。
マスコミへの広報は図書館庶務課が担当 し、会場 となる和泉図書館 では
ポス ター作成、会場設営か ら講演会に関係す る一切の業務を、当時の伊井
事務長のもとに切 り盛 りした。講演にあわせ て井上氏の著作70冊 を集 め
た展示 コーナー を開設 し、会場づ くりのために閲覧机 を撤去 してパイプイ
スを並べ、閲覧室には放送設備 がないためにマイ クやスピーカー、録音機
器 を用意 した。当日の会場設営、来館者の案内、誘導 に至るまでの全てを
行 った。
私 は当時図書館庶務課 に勤務 し、『図書の譜 一明治大学図書館紀要 一』
の編集 を担 当した関係 で講演録の編集作業 を行い、講演内容についてはよ
く覚 えている。書架 を背景に した閲覧室での講演会は とても刺激的であっ
た。180度 に広がった座席空間を前に して、井 上氏は落ち着かない、や り
に くい といっていたが、それはまた、万巻の書物が放つ無言のメッセージ
が講演者 を落ち着かなくさせていたのだろ うか。
講演は実 に面白い ものであった。
脳の8割 近 くが完成 して生まれるチンパ ンジー と違い、脳が未熟のまま
に生まれ る人間は、13～14歳 で脳の8割 近 くが完成 し、成長す る過程で
言葉 を覚 え、文字や知識 を獲得 し、やがて世界観を持つよ うになる。本を
読む ことはまさに自己を形成 し、世界 を広 げることで ある。図書館はその
ためのセンターで あるとい う。
印象的であったのは、中学生までの この時期を過 ごす社会 を第2の 母胎
に見立てたことである。少年を取 り巻 く大人たちや社会環境の重要性 を指
摘 し、図書館について も、生 きるための知識を蓄 え、人生を切 り拓いてい
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く場 として、第2の 母胎の一部であるとい うユニークな論を展開 した。
私はメモをとっていたが、話題 は多方面に及び何か要領を得ない思いで
いたが、講演後に後藤先生が締 め括 りの挨拶をされ、講演内容 を実に見事
にま とめたのである。井上氏はこのことがいいたかったのか とそのとき初
めて脇 に落ちた。 それが上記 の内容 である。
第2回 は齋藤孝氏(文 学部助教授)の 「ムカツク ・キレル と 『スラムダ
ンク』 な上達論」であった。 この講演 もまたユニークなものであった。
齋藤氏がち くま新書に 『子 どもたちはなぜ キレるのか』(1999年)を 執
筆することか ら、後藤先生が推薦 されたのである。
す ぐにムカツク ・キ レル を連発する若者 にいかに読書をすすめるかとい
うテーマであ り、読書 をするにも技術 が必要であ り、上達す るための方法
論があるとい う。『スラムダンク』がバスケ ット部員 を主人公に した コミッ
クのベス トセ ラー であることを知 ったのはこの ときである。
講演はスピー ド感溢れるもので、漫画の場面を参考資料に熱弁 し、最後
に質問までも自ら受付 け、回答 して終わるとい う 「質問力」と 「段取 り力」
を見せ付けられた。
活字化す るにあた り、『スラムダンク』の著者である井上雄彦氏のプロ
ダクションと版権利用について交渉 した ことも懐か しい思い出であるが、
齋藤i氏が 『声 を出 して読みたい 日本語』(2002年)以 後の大ブ レークす る
前 のことであ り、後藤先生の企画力 にはただただ感服するばか りである。
長田弘氏が 『本 とい う不思議』(1999年)に 引用 した物語(『 ラブ ・ス トー
リーを読む老人』)の 主人公 の言葉に、 「不幸 とい うのは字が読めるのに何
も読む ものがない とい うことだ」 とい うのがあ る。
大学生が本を読まない、いや読むべき本がないとい う驚 くべき現実 に対
し、後藤先生の意図で始まった 「著者 と語 る」は、その後 も恒例 となって
開催 され、学生が本 を読むことの確かなきっかけとなったであろ う。和泉
図書館 の貸出冊数 が2002年 には1997年 比べて倍増 したことを付記 して
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筆 を措 く。
図 書 館講 演 会 「著者 と語 る」全 記 録
井上 ひさし 本 との出会い1998年5月21日
齋藤 孝 ムカツク ・キレると 『スラムダンク』 な上達論1999年6月16日
安藤 元雄 本を読む人 読まない人2000年6月 且4日
大塚 初重 わが古墳研究50年2001年6月22日
黒川 鍾信 ウル トラマンから寅さんまで、監督 ・脚本家 ・2002年ll月8日
作家の執筆現場 一 神楽坂ホン書旅館 「和可菜」の50年 一
中央図書館の書庫開放と後藤総一郎館長
秦野 眞次*
後藤総一郎先生が亡 くな られて間もなく1年 が過 ぎようとしてい る。「知
の循環」 「書庫 の開放」等、数多 くの改革 ・改善 を提唱 された先生の明治
大学図書館にお ける功績はあま りにも大きい。ご冥福 を祈 らずにはい られ
ない。
このたび、『図書の譜』編集部か ら 「中央図書館の書庫 開放 と後藤総一
郎館長」 と題す る原稿依頼があった。一介の館員 に過 ぎない私が、偉大な
後藤先生 を語 ることなど、到底、不可能であ り、安請 け合い した ことを悔
やむ毎 日だが、明大図書館 に とっては画期的な改善ではないか と思われ る
「書庫の開放」が、実は後藤先生の肝い りで実現 したものであることを紹
介 して、任を解かせていただ くこととしたい。
私が97年 度 の人事異動で、31年 ぶ りに図書館へ 「里帰 り」 した時の館
長が後藤先生であったが、程なく、館長の基本的なお考えが、利用者サー
ビスを向上 させること、言い換 えれば、図書館を如何 に教育 ・研究に奉仕
させ るか とい うことにあることを知った。
中央図書館は都心に位置する大学図書館 の宿命 として、狭駐なスペース
に 日々悩まされていた。特に開架 スペースはあま りにも狭隆で、投書によ
る利用者 からの拡大要望は 日常茶飯であった。 しか し、如何 に要望が強か
寧はたの・しんじ/図書館事務部生田図書課長
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